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平成24年度　今年度最後になりますが安曇野屋敷林
フォーラム2013を開催することになりました。大勢のサ
ポーターのかたのご参加をご期待しています。
日時：平成25年3月31日（日）ＰＭ2：00～5：00
場所：安曇野市　きぼう　（豊科交流学習センター）
内容：今回は安曇野市の屋敷林と民家を取り上げ景観を
考えるきっかけにしたいと考えています。降幡広信先生の
基調講演や長野県で進めています。世界に誇る信州・ふる
さと景観づくり　また安曇野ふるさとづくり応援団による
「旧保高宿・今後のまちづくりに向けた提言」、また、長野
県建築士会が市から委託された「安曇野市民家調査」も
ご報告します。最後に民家と屋敷林を持つ後継者からの
ご意見をいただく予定です。
安曇野屋敷林サポーターの方も参加できる懇親会を
フォーラム終了後計画しています。

「安曇野屋敷林フォーラム2013」のご案内
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平成24年度の活動を振り返って
平成24年は７月1日に「第15回ふるさとウォッチングin安
曇野」が開催され本棟造の民家が残る重柳を見学しまし
た。轟家では建築家の降幡広信先生の熱い民家への思い
を聞かせていただきました。８月25日は砺波屋敷林見学
ツアーを計画したところ4名のサポーターが参加してくれ
ました。
柏樹会長の砺波カイニョ倶楽部との交流もでき有意義な
ツアーでした。9月29日には長野県建築士会主催の「建築
士フォーラムin安曇野」が開催され　重柳や飯田のガイド
でお手伝いしました。10月6日～7日には安曇野環境フェ
アが開催され「屋敷林フォーラム2012」見学会が堀金周
辺で行われました。11月三郷の松岡家で計画しました屋
敷林落葉ひろいボランティアには30名を超える参加希望
がありましたが、急に都合が悪くなり中止となりました。是
非来年度は実施したいと思います。

平成25年度の活動計画

平成25年度は、安曇野の屋敷林の保存・発展を目指して
下記のような活動を計画しています。

●安曇野　屋敷林フォーラム　2013　part2（10月）
●全国屋敷林サミットへの参加（高岡市）（10月）
●屋敷林　落葉ひろいボランティア（11月）
●屋敷林　屋敷林基金の研究
●NPOふるさとづくり応援団のふるさとウォーキングに
　参加（年3回）
●屋敷林　見学会の計画
●安曇野屋敷林サポーター通信の発行

降旗先生

豊科　中曽根の屋敷林

プロジェクトメンバー 重柳の轟家住宅



文責：場々

屋敷林考　　場  々洋介

屋敷林で全国的に有名なのは岩手県胆沢平野の『居久
根』と富山県砺波平野の『カイニョ』そして島根県出雲平
野の『築地松』などがある。
安曇野の屋敷林は有名ではないのだろうか。インター
ネットの検索でチャックすると11番目に登場した。屋敷林
を見る見方は色々ある。私は景観としての屋敷林である
が、生態的なビオトークだったりもする。最近は屋敷林の
中にある民家にも興味を持ってきた。現在の住まいは壁
や窓で、外気を遮断するもので、囲まれた建築の世界のみ
クローズアップされる。つまり、外部との遮断が現代建築と
している流れになっている。

一方屋敷林に囲まれた民家は、日本では夏の暑さ対策の
為、非常に開放的です。よって、冬の寒冷地に住む我々の
かつての家は寒く、冬は耐え難い。公務員をして県下転勤
している方から面白いことを聞いた。「安曇野の人々は寒
さに強い」との見解です。「冬、外を歩くにもコートを着ず
歩いている」とのこと。私も何かうなずける。安曇野の民家
は確かに寒さにはあまり対応していない。しかし本棟造り
や切妻型の民家など、建築資材も地元ものを使っている
ため、共通に懐かしさと美しさをもち、現代の工業化され
た建築とも一線を引く。どこでも同じ景観の駅前の風景や
街並みも見たりすると、地域性のない町は顔のない人間
に見えてくる。
屋敷林や民家を残すことは大変所有者に負担をかける。
近年出来た景観法の内に景観重要建築物や景観重要場
樹木を行政団体が指定出来る様になっている。
このことから、市民が優れた民家や屋敷林を残すシステム
ができないだろうか。税金面での優遇もいいと思う。歴史
性がない町を旅行することはつまらない。旅は地域の個
性を発見する為のものではないだろうか。
我々の視界に当たり前に見える景観は、実は祖先から受
け継いだ大事な宝であることに、みんなが気付いてくれる
のはいつでしょうか。

重柳の轟家

閑乗寺の展望台
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砺波平野

アヅマタチの新藤先生のケヤキの居間を見学


